
 ■特集'これからの建築
 造
 精器
 礎藷
 基皿偏
 杭基礎を中心に『
 ・載荷試験による性能確認
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 はじめに
 性能設計においては,これから設
 計する杭にどの程度の性能を要求す
 るか,あるいは,施工された杭が設
 計時に要求された性能を満足するか
 どうか,などを的確に評価すること
 が必須事項になる。その評価手法と
 して,まず,支持力式や沈下量の算
 定式を用いる方法がある。しかし,
 全国の地盤は千差万別であって,さ
 まざまな地盤に設置される杭の支持
 力・変形性能を全国一律の支持力算
 定式や沈下量算定式などから求める
 のは無理があり,この方法のみによ
 って杭の性能を評価するのは妥当で
 はない。
 性能評価手法として最も適切な方
 法は,杭が持っている支持力や変形
 に関する性能を確実に評価できる載
 荷試験であろう。載荷試験は,実際
 と同じ地盤に,実際と同じ施工法で
 設置された杭に,実際とほぼ同じ状
 態の荷重を載荷して支持力や沈下量
 のデータを得るため,杭の性能を最
 も的確に評価することができる。し
 たがって,性能設計においては,載
 荷試験は欠かすことのできない性能
 評価手法となる。
 しかし,現状では,載荷試験(こ
 こでは,杭の鉛直載荷試験)には設
 計諸基準や費用,準備時間などの面
 で制約が多く,あまり行われていな
 いのが実状である。本報では,これ
 らの制約を解消できる新しい試験方
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 法を紹介し,載荷試験を活用して性
 能設計に即した合理的な設計が行わ
 れるようになるための条件を考える。
 載荷試験基準の改正
 建築分野において,基礎杭の設計
 を目的として載荷試験が行われるこ
 とは非常に少ない。年間200～300
 件行われていると推定される載荷試
 験(載荷重3MN以上)の大部分は
 建設大臣の工法認定を取得するため
 のものであって,基礎杭の設計に際
 してその性能を評価することを目的
 とする試験は100件以下であろう1)。
 これには次の理由が考えられる。
 ①載荷試験をしても,支持力を大き
 く取れるなどの優遇規定が,建築
 分野の現行の設計基準類にはほと
 んどない。
 ②載荷試験には時間がかかるため,
 試験によって支持力を決めたり確
 認することが,日程の関係で難し
 い。
 ③載荷試験には多額の費用がかかる
 が,設計においてそれに見合うだ
 けのメリットがない。
 ①は現行の設計基準類に関する問
 題であり,これについては後述する。
 ②と③は時間的,経済的な問題であ
 る。これらを解決するため,近年,
 「短時間で経済的に行える載荷試験
 方法」が相次いで開発されている。
 すなわち,短時間で行える載荷方式
 や,反力装置が不要で経済的な載荷
 試験方法が海外から導入さ菰国内
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 では約十年前から実施されており,
 試験例も相当数にのぼっている。こ
 れを受けて,本年3月に(祖地盤工学
 会の杭の鉛直載荷試験基準が改正さ
 れ,これらの試験方法が新たに基準
 化された2)～4)。現在,2002年春の出
 版に向けて,基準の解説文を作成中
 である。
 これまで鉛直方向荷重に対する地
 盤工学会の杭の載荷試験基準として
 は,1971年制定,1993年改正の「杭
 の鉛直載荷試験方法」と,1989年制
 定の「杭の引抜き試験方法」とがあ
 った。今回の改正では,これら2基
 準が改正さ礼新たに4種類の試験
 基準が制定された。新しい地盤工学
 会基準「杭の鉛直載荷試験方法」は,
 これら6種類の基準の総称であって,
 従来の鉛直載荷試験方法は「押込み
 試験方法」と改称されている。新た
 に制定された試験基準は,地震時の
 ロッキング動などに対応して杭頭に
 静的交番荷重を載荷する「鉛直交番
 載荷試験方法」と,反力杭や載荷梁
 (以下,反力装置〉を用いることな
 く杭の鉛直支持力や変形性能を評価
 できる「先端載荷試験方法」,「急速
 載荷試験方法」および「衝撃載荷試
 験方法」である。
 反力装置を用いない3種類の載荷
 試験方法は,後述するように試験に
 要する費用が低減されるだけでなく,
 試験の準備時間も大幅に低減される。
 また,動的荷重を載荷する急速載荷
 試験と衝撃載荷試験は試験時間がほ
 とんどかからない。先端載荷試験の
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